
策

、7月2日と8月15

名

日の
□ 進展なし  

防

   
大雨で排水ポン

災

プ車を実際に稼働させ

・

ているため、計画どお

減

りとした。
■ 維持　

災

□ 拡大 水位センサー

対

及び監視カメラの各樋

策

管への設置については

基

、現地調査を行い設置

本

計画を作成していく。

目

排水ポン
事業区分 □ 

標

自治事務   □ 法

安

定受託   □ その

全

他
今後の方向性 □ 縮

・

小　□ 改善 プ車操作

安

訓練については、三島

心

建設業協力会の無償協

に

力で実施していて負担

暮

になることから、計画

ら

は2回だが実
（改善措

せ

置等）□ 休止　□ 

る

終了 際の稼働が2回な

ま

い場合は、操作訓練を

ち

実施していく。
計画対

要

象 □ 実施計画査定対

施

象  □ 行政改革対

策

象 
□ 廃止　　　　

の

 

※決算額については

目

、端数処理により、他

的

資料の決算額と差異が

地

生じている場合もあり

震

ます。

・水害などの自然災害

No.

か

事務事業名 活動内容 コ

ら

スト（事業費：千円）

、

一般河川整備事業 令和

市

　２年度 令和　３年度

民

令和　３年度 令和　４

の

年度 令和　２年度 令和

生

　３年度 令和　３年度

命

令和　４年度
活動指標

、

名 単位
実績 計画 実績 計

身

画 決算 当初予算 決算 当

体

初予算
全体事業概要

①

、

普通河川改良延長 ｍ 3

財

2,306 32,39

産

9 32,446
豪雨に

を

よる洪水被害を軽減す

守

るため、準用河川・普

る

通 （累計）
河川・一般

た

排水路等の改修を実施

め

する。 0 93,032

、

106,198 126

被

,167

②

令和　５年

害

度の優先度

③2 　□ 

を

Ａ　　　 □ Ｂ　　

最

　 □ Ｃ　　　 □

小

 Ｄ　

計画していた以

限

上の延長を改修し、事

に

業が進展した。
■ 計

抑

画どおり   
令和　

え

３年度
□ 遅延   

る

      
の評価

□

対

 進展なし     

策

■ 維持　□ 拡大 計

を

画的に整備を進める。

講

事業区分 □ 自治事務

じ

   □ 法定受託 

、

  □ その他
今後の

災

方向性 □ 縮小　□ 

害

改善
（改善措置等）□

に

 休止　□ 終了
計画

強

対象 ■ 実施計画査定

い

対象  □ 行政改革

ま

対象 
□ 廃止　　　

ち

　 

をつくること。

施策の方向 水害対策の推進

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、出水時の迅速かつ適切な内水排除体制強化や安全確保対策に寄与した。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

河川管理事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和

1

　３年度 令和　３年度

頁

令和　４年度
活動指標

令

名 単位
実績 計画 実績 計

和

画 決算 当初予算 決算 当

 

初予算
全体事業概要

①

3

水位センサー及び監視

年

カ 基 4 8 8
台風や集中

度

豪雨等により増水した

　

河川の洪水被害を最 メ

　

ラの設置数（累計）
小

事

限に防ぐため、関係機

務

関、地元自治会(水防

事

団等)、 0 8,325

業

9,390 9,078

評

と連携し、排水機場・

価

樋管の操作等を行うと

表

ともに、
②

排水機場・

（

樋管操作業務 箇所 16

個

16 16
内水排除体制

票

強化のため、水位セン

）

サー及び監視カメ 委託

課

契約箇所数
ラを設置す

名

るとともに、排水ポン

都

プ車の出動体制を整 令

市

和　５年度の優先度
え

基

る。
③

排水ポンプ車操

盤

作訓練回 回 2 1 2
1 数

部

　□ Ａ　　　 □ 

土

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

木

　 □ Ｄ　

累計で水

課

位センサー5基、監視

作

カメラ3基の8基が設

成

置され、内水氾濫が起

日

きやすい地区の出水状

令

況を安全に、か
■ 計

和

画どおり   
令和　

　

３年度 つリアルタイム

４

で把握することができ

年

るようになり、また地

　

域住民も出水状況をパ

８

ソコンやスマートフォ

月

ンで確
□ 遅延   

　

      
の評価 認

５

できるようになった。

日

排水ポンプ車操作訓練

概

については、2回の計

施

画に対し実績1回だが



策

画対象 □ 実施計画査

名

定対象  □ 行政改

防

革対象 
□ 廃止　　

災

　　 

※決算額につい

・

ては、端数処理により

減

、他資料の決算額と差

災

異が生じている場合も

対

あります。

策 基本目標 安全・安心に暮らせるまち

要 施策の目的 地震・水害などの自然災害から、市民の生命、身体、財産を守るため、被害を最小限に抑える対策を講じ、災害に強いまちをつくること。

施策の方向 水害対策の推進

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、出水時の迅速かつ適切な内水排除体制強化や安全確保対策に寄与した。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

河川維持管理事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度

2

令和　３年度 令和　３

頁

年度 令和　４年度
活動

令

指標名 単位
実績 計画 実

和

績 計画 決算 当初予算 決

 

算 当初予算
全体事業概

3

要
①

河床等堆積物の除

年

去（浚 件 2 2 2
市が管

度

理する普通河川の流水

　

を適切に保持できるよ

　

う 渫業務）
河川内及び

事

調整池・貯留施設の障

務

害物除去、土砂等の 0

事

5,440 5,367

業

17,780
浚渫を行

評

い、河川機能の維持に

価

努める。
②

河川断面を

表

阻害する草木 件 35 6

（

10
の伐採（緊急委託

個

）

令和　５年度の優先

票

度

③3 　□ Ａ　　　

）

 □ Ｂ　　　 □ 

課

Ｃ　　　 □ Ｄ　

維

名

持修繕事業では、市内

都

普通河川を良好な状態

市

に保つため、計画的に

基

浚渫や樹木伐採を実施

盤

した。
■ 計画どおり

部

   
令和　３年度

□

土

 遅延       

木

  
の評価

□ 進展な

課

し     

■ 維持

作

　□ 拡大 維持修繕事

成

業では、桜川、御殿川

日

の堆積状況を見ながら

令

、平成台の調整池の浚

和

渫を実施する。また市

　

内の普通河
事業区分 □

４

 自治事務   □ 

年

法定受託   □ そ

　

の他
今後の方向性 □ 

８

縮小　□ 改善 川を良

月

好な状況に保つため、

　

護岸の修繕や河川断面

５

を阻害する土砂の撤去

日

、倒木処理などを実施

概

する。
（改善措置等）

施

□ 休止　□ 終了
計


